2003年 聖誕祝賀礼拝メッセージ 及び 2004年送旧迎新、元旦メッセージ

聖誕祝賀. ルカ2:14 / 栄光と平和

<序論> クリスマスの意味 - こんにちの学校教育、キリスト教教育

ローマ人が信じた太陽神を崇める日だと主張するが、話は正しい話だ。誤っていることではない。しかし ‘キリスト’という言葉も知らないで、クリスマスを守ること、守らないことがそんなに意味があるのか? 福音をよく知らないで、無条件にしなさい、するなと教えることは、より不利な立場へ推し進めるようになる(律法的思考) 

christmasは ‘キリストの日’という言葉だが、‘キリスト’という言葉は‘油を注がれた者’という意味だ。それなら christmasは ‘油を注がれた者の日’になる。より正確に話せば、‘油をそそられた者が来られた日’になる。
(1)栄光 - 創世記1:1～13, 栄光の回復 ; イザヤ60:21, わたしの栄光を表すこと

(2)平和 - ヨハネ14:27; マタイ11:28

<本論>  なぜ栄光と平和か?

1. 神様の子どもになる ‘祭司長の権’を回復するため

(1)神様の子ども、キリストを信じる瞬間、あらゆる運命から解放 - 今は、救われた聖徒、牧師、長老が油を注がれた者

(2)家系の呪いから解放(使徒16:31) - その当時には、誰が油を注がれたのか?

① 王, 預言者, 祭司長に油を注いだ
② 真の王、真の預言者、真の祭司長 - この意味を合わせたのがキリスト

③ あらゆる呪いの解決、神様に会う道を開けた預言者、サタンの力に勝つ真の王キリスト

(3)地域の呪いから解放(使徒16:16～18) - このキリストが来られた日が神様に栄光、私たちには平和(ヨハネ14:27)

2. なぜ栄光と平和か? - 救われた私達は、どんな祝福を受けたのか?

(1)救われた私たちは、祭司長の祝福を受けた

① イエス・キリストを信じる瞬間、完全に解放

② 私たちには平和の知らせでないはずはない
③ この知らせを知らないまま教会にだけ通うので、未信者に後ろ指を差される

④ 使徒16:31, 主イエスを信じる瞬間、すべての呪いから個人、家庭、みな解放

(2)私たちに預言者の祝福を下さった - 神様を知るようにする ‘預言者の祝福’を受けた

① 創世記1:27, 神様のかたちに創造された人間

② 創世記3章, サタンの誘惑を受けて完全に失敗; 創世記6:1～20; 未信者状態

③ ヨハネ8:44, 救われることができなかった者の実存; ローマ5:8; ヨハネ5:24; ローマ10:9～10; ヨハネ1:12

④ 救われればどのようになるのか? - 未信者状態に陥った死んでいた状態からよみがえる(Ｉコリント3:16; ヨハネ14:16～17; 使徒1:8).

⑤ ここで生きる道を下さった - ローマ5:8; エペソ2:8～9

⑥ このようになった私達が他の人を生かす働きに用いられる
(3)王のような祝福を受けた(Ｉペテロ2:9～11).

① ルカ10:19, 敵の力を制御する権威を受けた

② 本当にイエスを信じれば、王のような祭司の祝福が回復する

③ マルコ3:15, 悪霊を追い出す権威を受けた

④ ローマ8:2, それより重要なことは、私達が完全解放になったということ

3. このイエス様をなぜかいばおけに送られたのか?

(1)メシヤを王宮で、財閥の息子として送られなかった

(2)今日、私たちからこの聖誕の祝福を回復しよう

① 隠された問題から解決するように

② あらゆる運命、運勢がみな変わるように

③ 神様の聖霊が私たちと共にする時、働きは起きる

④ 聖霊が内住なさるので、聖霊充満を受ければ良い
送旧迎新 1講. イザヤ6:1～13 / 1千万弟子運動の根

<序論> 本当に祈りの答えがあるか?

聖書のみことばが本当に神様のみことばか? 信仰生活に真の感謝があるのか? 救われれば、すべての問題が解決すると言われているが、事実なのか? 病気になったら、どのように治療して癒されるのか? ここに対する 答があるのか? 本当に伝道運動がなっているのか? 大部分の人々が、こういう答を知らないままさまよっている。すると、聖書には何となっているのか? 聖書で癒された記録は偽りなのか? 聖書になると言われているのに、ここに対する葛藤、さまよいがなかったか? なにが問題であり、どのようにすべきなのか? 今回、ここに 対する答を３つでおろそう。少し恵みを受けて祈ることが問題ではなく‘根が下されなければならない’なぜ失敗が反復するのか? 他の根(律法、神秘、人間中心-私の考え)がおろされているためだ。神様が生きておられることに対する信仰に深い根が下されなければならない。根がおろされれば、祈りの答えも来て、霊的問題も癒される。神様は根をおろしたイザヤを用いられた。
1. 福音の深い根をおろそう
サタンは一つ、福音に根をおろすことを防止する。勉強をよくした人、長く習った人は、ここにだまされやすくて、牧師はよりだまされやすい。

(1)イスラエルを知っているのか? - いつ滅ぼされて、いつ回復したのか?

① 創世記6:14 ② 出エジプト3:18 ③ イザヤ7:14 ④ マタイ16:16

 . 自分も知らずに他に根をおろしてしまう時ごとに滅亡

 . 福音に根をおろす時、回復した

 . これが教会史の中で反復して、まさに私たちの問題だ

(2)福音に根をおろした証人たち
(3)福音は最高の水準 - 答えを受けた人々(アブラハム等)

 . 葛藤, 問題の中で一度だけ福音的に決断をおろすならば、実際的な答え

 . ギャンブルをやめる人、酒を切る人、一回だけ決断をおろそう  

② 選択と味わう課程でのがすことだけなければ良い

 . 福音のものすごい秘密を受けたから、選択する時も福音的

 . 正しい道に入れば、その瞬間から答えは連続する

 . 福音に根をおろせば、霊的問題は少しずつ完全に癒され始める
③ 王宮で成功するか? 神様の民の道を選択するか?

 . その時、モーセは福音的に選択をした

2. 福音を正確に味わう弟子の根をおろそう
私たちは単純に福音を持った者ではなく、弟子として根をおろすべき
(1)弟子とはだれか? - 秘密を持った者だ

① 創世記3:15の秘密を持った者
② マタイ16:16の秘密を持った者
③ Ｉコリント4:1, キリストの働き人であり、秘密を引き受けた者だ

(2)秘密を持った者は全てのものを超越する

① 弟子はあらゆる条件、はなはだしきは血縁も超越する

② すこし極端な話だが、家族、子どもとも通じないのに、弟子とは通じることができる

③ 本当に福音を持った者、秘密を持った弟子は、高慢にならない
④ 福音を利用して違ったことに根をおろせば、違うように行なうことがある
(3)弟子に根をおろした 7名のレムナント - 彼らの生き方は違う

① 福音のなかで、契約のなかで生きた者

② 自分の固執ではなく、みことばによって生きる者 - 講壇メッセージ

③ 彼らは、まことの価値を知っていた

④ 自分を否認した者だった(ルカ9:23～25; ガラテヤ2:20) - 価値ない世的で肉体的な自我

⑤ 自身を価値あるように生かす者だった(Ⅱコリント5:17).

.このような者は敢えて災いが触ることができない

3. 証人に根をおろさなければならない – 生活の中で根をおろそう!

どのようにこういう答えが私の生活の中に根を下ろせるのか?

(1) いつも判断しなければならないので、聖霊の導き、これを考えよう

(2) 私の考えとおりでなく‘神様の羅針盤’をみつめよう

(3) 現場で力を体験、聖霊充満に根をおろそう
(4)生活の中で勝利する鍵、パウロの告白を聞いてみよう

① 使徒9:1～15; 使徒11:25～26; 使徒13:1; 使徒16:6～10; 使徒16:19～40; 使徒20:1; 使徒27:24～25

② ピリピ3; ガラテヤ2:20

③ Ｉコリント15:9～10

④ いつも感謝 - 祈り : 彼の話は、すなわち祈りと感謝

4. 果してこれが可能か? - イザヤ6:13

(1)私たちは出来ないが、福音のなかでは可能

(2)肉眼では見ることができないが、霊的な目が開かれれば可能

(3)弱い私を知る時は、神様の力を知っていれば可能

(4)伝道運動の未来を知っていれば可能

(5)制限された時間の中では不可能、定刻の祈りの中で可能

(6)多くの事でせわしくなれば判断が不十分、常時祈りの中で可能

(7)疲労で複雑なことの中で不可能、良心の対話祈りで可能

送旧迎新 2講. 使徒1:1～8 / キリストの名前で聖霊を体験しよう

<序論> 全く同じく祈るのに、ある人は病気がよくなることもあるのに..

また、ある人は悪霊が離れることもある。ある教会は復興するのに、ある教会はそうではない。なぜそうなのか? まさに‘力’の差だ。全く同じ神様を信じて、全く同じく祈ったのに、エリシャは死んでいく子どもを生かして、そのしもべは出来なかった。まさにそれが‘力’の差だ。祈りの力! 人間はどんなに立派でも、限界があって、科学も限界がきて、環境の前で、病気、問題の前で人間は限りなく弱くなる。未来はより不安だ。私たちは、一回も行ってみたことがない道を行っている(ヨシュア3:4)。それで、契約の箱について行けといわれる。
この時、神様が私たちと共にされる方法は何か? まさにキリストの名前で聖霊を体験することだ。あらゆる 神様の民は力を回復しよう。聖霊充満を求めれば 5つの力が回復する。
(1)霊力

(2)世の中の知恵を乗り越える知力

(3)体力

(4)経済力

(5)人材

一旦、福音 - 弟子 - 証人（の生き方)、ここに根をおろさなければならない。根をおろせば、実はみのるようになる。どのように根をおろすのか? どのように力を回復するのか?

1. 福音の中にある時刻表をよく見よう(使徒1:1～11).

(1)使徒1:1, キリスト - 永遠な時刻表(ヘブル13:8)

 ①  使徒1:3, 40日間、暗闇の国ではなく、神様の国を説明(使徒19:8)

 ②  今の時刻表、今、罪とサタン、呪い、闇の力が崩れるべき
 ③  使徒1:8, 神様の国を証拠する時刻表(力 - 充満)

 ④  使徒1:11, 未来の時刻表(今でも有効) 私たちは明日もこの契約をつかめば o.k.

(2)使徒2:1～47, 聖霊充満してくださいと祈ったのに、5つの門が開く

 ①  今日、今から神様にこの力をくださいと祈ろう
 ②  皆様、過去の人ではなく、神様の前に出て力を得よう

(3)Ｉテサロニケ1:5, 話だけでない力 - 聖霊 - 大きい確信で

2. 祈りで体験 – 7つの鍵

  すぐに問題がくれば、ほとんどみな自らが崩れる。力がないから。そんなこと言わないで、今日、聖霊の力を得よう。
(1)イエス・キリストの名前を使用 - 心の底から瞬間瞬間祈り

  ①  ヨハネ14:14; ヨハネ17:11, 12

  ② イザヤ7:14

  ③ マルコ16:15～20

  ④ ピリピ3:21

(2)信者に与えられた祝福 7つを使おう
  救いから天国までの祝福を使おう
(3)霊的な権威が打ち破られたから、キリストの名前で使おう
  ①  未信者状態6つに勝つ権威が与えられた
  ②  なぜ聖霊充満が必要なのか? - ある人は福音を聞いて癒される
  ③  福音は、あらゆる祝福の開始、全てのものの癒し(ヨハネ三1:2)

  ④  福音を通じて目標を正しく定めるようになる

  ⑤  ある人は、福音を聞きながら徐々に、完壁に癒されることもある
(4)講壇のみことばを捕まえて祈ろう
  ①  説教を上手にやってこそ、恵みを受けるのではない
  ②  聖徒ゆえに神様は牧師にみことばを下さる
(5)定刻の祈りでその日を征服しよう 

(6)常時の祈りで現場とすべての事を征服しよう
(7)対話祈りで自分自身を生かして確立させよう
3. 生き方を持って(生活の中で) 聖霊充満を受けよう
(1)調和

  ① 現実はむずかしい - それで、神様はキリストを送られ、
  ② 私たちに与えられた秘密が - 聖霊充満だ　   

  ③ 私たちはすることができないけれど、神様はなさることができる

(3)福音を持った者の生き方(伝道者としての行き方）を生きよう
  ①  赦す生き方 - その反対語は憎しみ(たましい深く入っている傷)

     . そこに引っかかって倒れるようになる - サタンの通路(カイン、サウル王)

     . 神様が私を赦してくださり、救ってくださって、億万の罪悪で滅びるしかなかった私なので、これから赦すことができる(私自身を赦してこそ)

     . 間違った人をそのまま置いておこうということか? - Ｉペテロ3:8～12

     . 他の人を赦せない人がいる - 100% 完壁な人

     . 赦す生き方の中で、聖霊充満を体験するようになるはずだ

  ② 可能ならば、人を生かす方向に進行しよう
     . 現場、教会、地域、職場を生かす前に、私を先に生かそう
  ③ 素晴しい生き方 - 福音は最高の水準! これを知るようにしなければならない

(4)事件の中での判断 - 答えを見る目(感謝が出てくるようになる)

  ① 問題がきたのか? - 詳細に見れば、その中に答えが入っている

     . その答を見ることができる目を持った人(ヨセフ等)

     . むりやりではなく、最も大きい問題は、すなわち最も大きい答え

  ② 答えが来たら、そこに酔わず、正しく解答を見よう(謙遜)

  ③ あらゆる事件を通じて、未来を見ることができるべき(大胆になれる)

4. 結論 - 神様の国、祈りの中での味わい、生活の中で...

送旧迎新3講. 使徒18:1～4 / 1千万弟子の祝福の開始

<序論> 正しい開始 - 正しい結果 / 間違った開始 – 間違った結果

 開始がとても重要だ(特に結婚 - 結婚をいいかげんにするということは、そのように生きてきて、そのように生きていくということ)。牧師にも開始がとても重要だ。違うように始めれば、違った結果が出てくる。神様がいないと言う未信者は、そのような面で、いっそのこと根本的に開始から誤っている(神様を知らない無知な者)。 

では、救われた私たちはどのように開始しなければならないのか? 神様は、私たちに全人的(全人格的)祝福を下さって、「知情意」全体を通じて正しく始めなければならない。
1. 考え、知識、哲学、思想を正しく始めなければならない

 (1)基本メッセージをはっきりと - 行動しようが、するまいが、知っているべき
  みことばを全く守ることができなくても、正しく知っていなければならない。生活が 100% 完壁でも、違ったことを知っていることは、違った結果だけをもたらすだけだ

  ① マタイ4:19; マタイ11:28; マタイ16:13～16をイエス様は質問なさった

   これ以前には、群衆の関心を集める程度

   ペテロの正しい告白以後に、変化の山の事件、十字架、復活を提示

  ② Ｉコリント2:12, キリストのなかで受けた祝福がどうなのか? 知っているべき
  ③ エペソ2:1～6, なぜ未信者が滅びて、なぜ未信者を伝道すれば祝福になるのか

  ④ エペソ6:18, この基本メッセージの契約をとらえて祈れば、どんなことが起きるか?

 (2)治癒 – 5つの基礎

  ① 私から癒されるべき ② 他の人を生かすようになって ③ 私の家庭が癒されて ④ 私の職場、する仕事も祝福されて ⑤ 住んでいる地域に働き

 (3)本格的な答え – 5つの訓練(合宿 - WITH)

   ① 訓練を訓練とだけ思っていてはだめで、訓練を答えで受けるべき
   ② 習ったことは、そんなに参考にしかならない
 (4)正しく教会、職場が復興すべき – 5つの組織

   ① 20億のレムナントのための伝道学校から

   ② 共同体訓練場までの組織

 (5)本物の経済祝福を受ける道 – 5つのビジョン(未来)

* こういう内容が、自分の思想、知識にならなければならない。聖書のメッセージを守ろうが守るまいが、正しく知っていなければならない。これを思想として心に刻もう。
2. どんな心、中心、感情で始めるべきか?

 (1)感謝と賛美で開始 - 答えを見る目があるので

   ① 救われて、 ②真の答えを見ることができるので

   * とても尊く育ったのに、奴隷へ行ったヨセフ、それ自体に答えを

   * 見かけには苦労だけしたようだけれど、それ自体で答えを見る目を持ったダビデ

   * 困難がきたか、祝福がきたか、その中で答えを見ることができるべき

 (2)謙虚で謙遜な心で開始 - 解答を見る目

   ① 答えを受けたことが問題ではない。神様の大きい計画を見るべき
   ② どれくらい神様の力が大きければ、どれくらいイスラエルが不信仰すれば、神様が紅海を分けられたか?

   ③ 神様がなにをすることをお望みなのか、この目を開かれなければならない

 (3)大胆で確信をもって開始 - 未来を知っているから

   ① あらゆる神様のしもべに、結論を既に知るようにされた

   ② 私たちは、希望を持っている

   ③ 福音ゆえに犠牲になったことがあるか? 水いっぱいも報いを失わない

   ④ 皆様の問題を完全に任せてもかまわない 

   ⑤ 神様より強い者はいるか?

3. 生き方、行動(使徒18:1～4)

 (1)中へは３つのことが調和を作り出してこそ - 地域教会、機能、一般信者

   * この夫婦がコリント地域を生かして、天幕を作る機能で世界福音化をして、一般信者として世界宣教に参加した。 

   ① 地域のあらゆる暗闇を破る地域教会

   ② すること、職場で祝福を受ける機能宣教

   ③ 世界宣教を知って、経済の祝福を回復してこそ、世界の偶像、宗教を防止する - 一般信者宣教

   * これを本当に悟れば、神様は本当に答えられる(幼稚園生に 1,000億与えるだろうか?)

 (2)共同体訓練場を作ろう - 全世界に1千万メンバーを立ててキャンプをしよう
 (3)その力で1千万弟子を立てて - 1千万個の正しい教会を起こそう

   * この神様の計画を知って、捕まえて、行動しよう

4. 必ず来る祝福

 (1)家庭の祝福(不和の条件が祝福に (2)出会いの祝福(パウロ) (3)産業の祝福 (4)伝道と宣教の祝福

* プリスカ夫婦は....

 (1)使徒2:9～10, マルコのタラッパンで恵みを受けて開始

 (2)使徒18:1～4, コリントでパウロに会う

 (3)使徒18:24～28, アポロを助ける

 (4)Ｉコリント16:19, 自分の家を土台に伝道、弟子運動

 (5)ローマ16:3～5, ローマにまた入っていって、伝道運動に賛同
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